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晴
天
に
恵
ま
れ
た
体
験
航
海
の

日
、
１
１
６
人
の
児
童
と
生
徒
を

前
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、
田
中
伸

一
組
合
長
代
行
が
「
今
日
は
、
船

員
が
船
を
動
か
す
と
こ
ろ
を
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
っ
て
、
将
来
船
員

を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、

　
続
い
て
、
白
浜
町
立
白
浜
第
一

小
学
校
の
原
田
孟
さ
ん
が
生
徒
代

表
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
田
中
伸
一

組
合
長
代
行
か
ら
記
念
の
帽
子
が

贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
生
徒
た

ち
は
４
班
に
分
か
れ
、
南
海
フ
ェ

リ
ー
の
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
に
乗

な
ど
船
長
の
手
伝
い
を
行
っ
た
。

操
舵
室
見
学

　
乗
組
員
か
ら
レ
ー
ダ
ー
や
船
内

指
令
装
置
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

ほ
か
、
双
眼
鏡
を
手
に
取
り
、
遠

く
の
船
や
景
色
を
眺
め
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

　
船
の
作
業
で
基
本
と
な
る
「
巻

き
結
び
」「
本
結
び
」「
も
や
い
結

び
」
を
教
わ
り
、
生
徒
た
ち
は
上

手
に
結
べ
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組

み
、
最
後
は
全
員
が
結
び
方
を
マ

ス
タ
ー
し
、
楽
し
く
学
ん
だ
。

船
尾
見
学

　
船
尾
デ
ッ
キ
に
設
置
さ
れ
て
い

る
舵
輪
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心

に
班
ご
と
の
集
合
写
真
を
撮
影
し

た
後
、
船
上
か
ら
見
え
る
淡
路
島

や
海
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
。

ク
イ
ズ
大
会

　
海
や
船
に
関
す
る
問
題
が
出
さ

れ
、
生
徒
は
班
の
仲
間
と
真
剣
に

考
え
、
問
題
に
答
え
て
い
た
。

　
す
べ
て
の
体
験
学
習
を
終
え
た

後
の
入
港
準
備
で
は
、
和
歌
山
市

立
有
功
東
小
学
校
の
佃
真
理
愛
さ

ん
が
生
徒
を
代
表
し
、
子
ど
も
船

長
と
し
て
操
舵
室
で
船
長
業
務
を

手
伝
っ
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
が
和
歌
山
港
に
着
桟

し
た
後
、
ク
イ
ズ
大
会
の
結
果
発

表
が
行
わ
れ
、
見
事
に
全
問
正
解

し
た
班
が
優
勝
し
、
残
る
３
班
が

同
点
と
な
り
、
最
後
は
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
順
位
を
決
め
る
な
ど
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
後
は
船
内
で
昼
食
を

取
り
、
下
船
し
て
か
ら
、
お
世
話

船
の
中
は
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
気
を
付
け
な
が
ら
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
主
催
者
あ
い
さ

つ
を
し
た
後
、
来
賓
の
浦
口
高
典

和
歌
山
県
議
会
議
員
と
山
口
則
夫

近
畿
運
輸
局
海
事
振
興
部
次
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

船
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

体
験
し
た
。

　
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
の
出
港
時

に
は
、
白
浜
町
立
白
浜
第
二
小
学

校
の
中
村
千
尋
さ
ん
が
生
徒
を
代

表
し
て
、
子
ど
も
船
長
と
し
て
出

港
の
号
令
や
出
港
後
の
操
舵
指
示

に
な
っ
た
感
謝
を
込
め
「
フ
ェ
リ
ー

あ
い
」
の
出
港
を
全
員
で
手
を
振

っ
て
見
送
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
山
﨑
秀
和
関
西

地
方
支
部
長
が
「
今
回
の
体
験
乗

船
を
通
じ
て
、
今
後
み
な
さ
ん
が

進
路
を
決
め
る
際
、
船
員
職
業
を

一
つ
の
選
択
肢
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
白

浜
町
立
白
浜
中
学
校
の
池
田
健
心

さ
ん
と
和
歌
山
市
立
有
功
東
小
学

校
の
小
林
和
歌
校
長
か
ら
お
礼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
生
徒

全
員
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
６
月
12
日
、和
歌
山
県
和
歌
山
市
で
体
験
乗
船
を
通
じ
て
海
や
船
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」を

利
用
し
て「
船
員
を
目
指
そ
う
！
フ
ェ
リ
ー
あ
い
体
験
航
海
」を
開
催
し
、和
歌
山
県
白
浜
町
の
白
浜
町
立
白
浜
中
学
校
の
３
年
生
29
人
、白
浜
町
立

白
浜
第
一
小
学
校
の
６
年
生
25
人
と
白
浜
町
立
白
浜
第
二
小
学
校
の
６
年
生
13
人
、和
歌
山
市
立
有
功
東
小
学
校
の
６
年
生
49
人
が
参
加
し
た
。こ

の
体
験
乗
船
は
、本
組
合
の
大
阪
支
部
が
企
画
し
、白
浜
町
教
育
委
員
会
、和
歌
山
市
教
育
委
員
会
、近
畿
運
輸
局
、公
益
社
団
法
人
近
畿
海
事
広
報

協
会
、近
畿
旅
客
船
協
会
、南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
全
面
協
力
の
も
と
、関
西
地
方
支
部
管
内
執
行
部
と
職
場
委
員
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
。

南海フェリー株式会社南海フェリー株式会社南海フェリー株式会社
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ロープワーク体験ロープワーク体験ロープワーク体験

子ども船長子ども船長子ども船長

操舵室見学操舵室見学操舵室見学

クイズ大会クイズ大会クイズ大会

船員を目指そう！船員を目指そう！
フェリーあいフェリーあい体験航海体験航海

大
海
原
で
船
乗
り
の
仕
事
を
学
ぶ

大
海
原
で
船
乗
り
の
仕
事
を
学
ぶ
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７
月
３
日
、
八
戸
港
第
三
魚
市

場
前
か
ら
中
型
イ
カ
釣
り
漁
船
の

新
造
船
・
第
八
十
六
源
榮
丸
が
、

関
係
者
や
乗
組
員
の
家
族
が
見
守

る
中
、
五
色
の
テ
ー
プ
を
な
び
か

せ
太
平
洋
の
西
経
漁
場
の
ム
ラ
サ

キ
イ
カ
漁
に
向
け
出
港
し
た
。

　
本
船
は
水
産
庁
の
漁
業
構
造
改

革
総
合
対
策
事
業
（
も
う
か
る
漁

業
）を
活
用
し
て
建
造
し
た
船
で
、

主
な
改
革
事
業
は
、
長
期
航
海
に

適
し
た
構
造
に
す
る
こ
と
で
、
従

来
２
航
海
と
し
て
い
た
ム
ラ
サ
キ

イ
カ
漁
を
１
航
海
に
集
約
し
、
操

業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
推
進
効
率
や
燃
費
性
能

を
高
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
主
体
の
集
魚
灯

を
多
数
採
用
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ

操
業
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

　
漁
獲
し
た
イ
カ
の
処
理
場
は
密

閉
型
と
し
、
衛
生
管
理
能
力
も
向

上
さ
せ
、
自
動
で
切
り
分
け
る
装

置
を
導
入
す
る
こ
と
で
乗
組
員
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
、
省
力
化
を
図

っ
た
。

　
乗
組
員
の
居
住
区
は
、
全
室
個

室
化
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
ほ
か
、
航
海
中
の
運
動
不
足
解

消
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
設
置
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ベ

ン
チ
や
自
転
車
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
を
配
置
、
健
康
に
配
慮
し
た

環
境
を
整
え
て
い
る
。

　
漁
労
長
は
「
僚
船
に
後
れ
を
取

っ
た
が
、
頑
張
っ
て
操
業
す
る
し

か
な
い
。
安
全
操
業
を
第
一
に
大

漁
を
目
指
し
た
い
」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
た
。

　
出
港
し
た
第
八
十
六
源
榮
丸
は

太
平
洋
の
西
経
漁
場
で
９
月
30
日

ま
で
操
業
し
、
10
月
上
旬
に
は
八

戸
港
に
水
揚
げ
す
る
予
定
。

《
八
戸
支
部
＝
発
信
》

松
浦
満
晴
組
合
長
が
""
海
の
日

海
の
日
""を
語
る

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
８
月
末
日
ま
で
配
信

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
日
本
海
員
組
合
の
活
動

松浦満晴組合長（左）と聞き手の藤江れいなさん（右）

千葉県出身。 
2007年～2017年まで約10年
間「AKB48」「NＭB48」メンバ
ーとして活動。
現在は石田晴香プロデュース
「unF㏌ ale Tokyo」メンバーと
して活動している。

プロフィール

藤江れいな

私たちの海 ～Seaside story2026海の日
スペシャル
プログラム

　
海
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
私
た
ち
の
海
〜
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｉ
ｄ

ｅ  

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
２
０
２
６
」
で
は
、

藤
江
れ
い
な
さ
ん
か
ら
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
松
浦
組
合
長
が
答
え

た
。
全
日
本
海
員
組
合
が
日
本
で

唯
一
の
船
員
の
労
働
組
合
で
、
１

９
２
１
年
（
大
正
10
年
）
５
月
７

日
に
「
日
本
海
員
組
合
」
の
名
の

も
と
に
23
の
団
体
が
結
集
し
設
立

さ
れ
、
そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
で

一旦
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
、

終
戦
直
後
の
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
年
）
10
月
５
日
に
、
い
ち
早
く

再
結
成
を
し
、
今
日
ま
で
船
員
の

産
業
別
労
働
組
合
と
し
て
、
組
合

員
と
そ
の
家
族
の
生
活
を
守
り
、

船
員
の
地
位
向
上
と
安
全
を
図
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
労
働
運
動
を

展
開
し
て
き
た
こ
と
や
、
船
員
後

継
者
の
確
保
・
育
成
、
世
界
と
海

上
の
恒
久
平
和
を
願
う
海
員
不
戦

の
誓
い
、
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」

へ
の
想
い
な
ど
を
語
っ
た
。

　

松
浦
満
晴
組
合
長
が
出
演
し
た
ラ
ジ
オ
番
組
が
、
国
民
の
祝
日
「海
の
日
」
に
放
送
さ
れ
た
。
海
の
日
に
あ
ら
た
め
て
海
洋
国
家
日
本
の
「海
」へ
の
関
心
を
高
め
、
私
た

ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
海
の
恩
恵
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
、
最
近
の
話
題
と
海
員
組
合
が
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
船
乗
り
を
目
指
す

若
い
人
た
ち
へ
語
り
か
け
た
。
聞
き
手
は
「Ａ
Ｋ
Ｂ
48
」
「Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
」
メ
ン
バ
ー
と
し
て
約
10
年
間
活
動
し
、
現
在
は
女
優
と
し
て
映
画
や
舞
台
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
藤
江
れ
い
な
さ
ん
。
放
送
は
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
第
１
で
７
月
20
日
に
放
送
さ
れ
た
。
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
は
８
月
末
日
ま
で
配
信
さ
れ
る
。

　　  　　  第八十六源榮丸が第八十六源榮丸が
 八戸から出港 八戸から出港

株式会社ヤマツ谷地商店株式会社ヤマツ谷地商店株式会社ヤマツ谷地商店

新造船

第八十六源榮丸の出港第八十六源榮丸の出港第八十六源榮丸の出港

トレーニングルームトレーニングルームトレーニングルーム

第八十六源榮丸第八十六源榮丸第八十六源榮丸
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と
機
関
科
の
２
学
科
は
本
科
卒
業

後
に
専
攻
科
へ
の
進
路
が
あ
り
、

高
度
な
水
産
海
洋
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

　
校
舎
は
海
に
囲
ま
れ
た
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
る
た
め
、
全
国
各
地

か
ら
生
徒
が
集
ま
り
「
熱
・
意
気

・
団
結
」
を
合
い
言
葉
に
、
同
校

な
ら
で
は
の
授
業
や
実
習
、
学
校

行
事
、
資
格
取
得
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
７
月
７
日
、
島
根
県
隠
岐
の
島

の
島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校

で
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
水
産

会
が
事
務
局
を
務
め
る
漁
業
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
、
本
科
生
１

年
生
47
人
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

　
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
事
務
局
の

大
日
本
水
産
会
の
ほ
か
、
４
つ
の

企
業
・
団
体
が
参
画
し
、
生
徒
た

ち
は
各
会
社
の
ブ
ー
ス
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
形
式
で
回
り
、
漁
師
の

仕
事
や
漁
法
、
会
社
概
要
な
ど
の

基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
船
内
生
活

の
様
子
や
休
日
の
過
ご
し
方
と
い

っ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
側
面
に
至

る
ま
で
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
各
ブ
ー
ス
の
担
当
者
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
動
画
、
さ
ら

に
バ
ー
チ
ャ
ル
・リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ

Ｒ
）
を
活
用
し
、
船
内
生
活
や
漁

労
作
業
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と

で
、
漁
師
の
仕
事
を
理
解
し
て
ほ

し
い
と
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　
生
徒
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

説
明
後
に
は
、
漁
業
に
関
心
を
も

っ
た
生
徒
た
ち
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
が
出
さ
れ
、
各
会
社
担
当

者
か
ら
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
漁
師
の
仕
事
に
理
解
を

深
め
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
終
了

し
た
。（

中
・
四
国
地
方
支
部
＝
発
信
）

隠
岐
諸
島

　
島
根
県
の
隠
岐
諸
島
は
、
４
つ

の
有
人
島
と
１
８
０
ほ
ど
の
小
島

か
ら
な
る
群
島
で
、
東
側
の
大
き

な
島
を
「
島
後
」
と
呼
び
、
西
側

の
知
夫
里
島
、
中
ノ
島
、
西
ノ
島

の
３
つ
の
島
を
「
島
前
」
と
呼

ぶ
。
隠
岐
諸
島
に
は
、
固
有
の
動

植
物
が
多
数
生
育
し
、
こ
の
全
域

が
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
含
ま

れ
、
島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学

校
は
「
島
後
」
の
隠
岐
の
島
町
に

位
置
し
て
い
る
。

島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校

　
今
年
で
創
立
１
１
９
年
目
を
迎

え
る
国
内
屈
指
の
歴
史
と
伝
統
あ

る
水
産
単
科
の
高
等
学
校
。
海
洋

シ
ス
テ
ム
科
、
海
洋
生
産
科
の
２

学
科
の
中
に
、
漁
業
系
、
機
関

系
、
製
造
系
、
栽
培
系
の
４
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
漁
業
科

日本海

隠岐諸島
島後

島前

歴史と伝統ある水産単科の高等学校で歴史と伝統ある水産単科の高等学校で

漁業ガイダンス漁業ガイダンス

島根県立隠岐水産高等学校島根県立隠岐水産高等学校島根県立隠岐水産高等学校練習船「神海丸」で航海実習練習船「神海丸」で航海実習練習船「神海丸」で航海実習

漁業ガイダンス（大洋エーアンドエフ株式会社）漁業ガイダンス（大洋エーアンドエフ株式会社）漁業ガイダンス（大洋エーアンドエフ株式会社） 漁業ガイダンス（共和水産株式会社）漁業ガイダンス（共和水産株式会社）漁業ガイダンス（共和水産株式会社）

ＶＲ体験ＶＲ体験ＶＲ体験

海洋訓練海洋訓練海洋訓練

島根県立隠岐水産高等学校島根県立隠岐水産高等学校島根県立隠岐水産高等学校
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己
紹
介
を
行
っ
た
。

　
最
初
の
講
義
は
初
対
面
の
参
加

者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
恒
例
の
「
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」。
簡
単
な
ゲ
ー

ム
に
参
加
者
は
肩
の
力
が
抜
け
、

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

の
各
種
研
修
事
業
補
助
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
の
説
明
と
、
執
行

部
員
の
業
務
紹
介
を
行
い
、
質
疑

応
答
で
理
解
を
深
め
た
。

　
初
日
の
午
後
の
講
義
は
、
木
内

充
総
務
局
長
付
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
」
を
実
施
し
た
。
チ
ー

ム
内
に
お
け
る
情
報
共
有
力
の
向

上
を
目
指
し
、
指
示
を
出
し
、
相

手
の
意
図
を
く
み
取
る
な
ど
、
仕

事
を
す
る
上
で
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
、
こ

の
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
体
験
し
た
。

　
初
日
最
後
の
講
義
は
「
近
年
の

労
働
情
勢
お
よ
び
労
働
組
合
法
に

　
初
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
開

講
式
が
開
催
さ
れ
た
。
禾
野
洸
太

執
行
部
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
齋

藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら
主
催

者
代
表
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
参
加
者
全
員
が
一
人
ず
つ
自

　
続
い
て
、
髙
宮
成
昭
総
務
部
長

が
講
師
と
し
て
「
組
合
員
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
組
合
員
で
あ

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
共
済
給
付

制
度
、
福
利
厚
生
と
し
て
全
日
本

海
員
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
）

つ
い
て
」
と
題
し
▽
労
働
組
合
と

は
▽
知
っ
て
お
き
た
い
法
知
識
▽

近
年
の
労
働
情
勢
や
、
休
息
時
間

と
有
給
休
暇
、
割
増
手
当
な
ど
船

員
法
の
特
徴
に
加
え
、
労
働
三
権

や
不
当
労
働
行
為
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　
夕
刻
か
ら
は
経
験
交
流
会
と
し

て
お
台
場
へ
移
動
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
が

船
内
生
活
や
仕
事
な
ど
に
つ
い
て

経
験
談
を
語
り
交
流
を
深
め
た
。

　
２
日
目
の
午
前
中
は
、
日
の

出
桟
橋
へ
移
動
し
、
こ
こ
で
は
株

式
会
社
シ
ー
ラ
イ
ン
東
京
が
運

航
す
る
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ク
ラ
シ

カ
」
に
乗
船
し
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク「
海
か
ら
み
る
東
京
港
見
学
会
」

を
行
っ
た
。
日
の
出
桟
橋
か
ら
出

航
し
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、

品
川
埠
頭
、
大
井
埠
頭
を
回
り
、

会
社
と
船
長
の
ご
厚
意
で
、
航
行

中
の
ブ
リ
ッ
ジ
見
学
を
実
施
し
、

普
段
と
は
違
う
船
内
環
境
や
航
路

に
つ
い
て
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
最
後
に
修
了
式
が
行
わ
れ
、
齋

藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら
参
加
組

合
員
代
表
と
し
て
新
協
和
海
運
株

式
会
社
の
佐
々
木
誠
二
さ
ん
へ
修

了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
２
日
間
の

研
修
が
終
了
し
た
。

　
７
月
１
日
〜
２
日
の
２
日
間
、ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）で
第
81
年
度

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、全
国
の
組
合
員
同
士
の
交
流
を

深
め
、組
合
の
歴
史
や
現
状
と
課
題
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
は
、全
国
各
地
か
ら
23
人
の
組
合
員
が
参
加
し
、２
日

間
の
研
修
や
経
験
交
流
会
、株
式
会
社
シ
ー
ラ
イ
ン
東
京
が
運
航
す
る「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ク
ラ
シ
カ
」で
の

「
海
か
ら
み
る
東
京
港
見
学
会
」を
通
じ
て
、組
合
員
同
士
が
会
社
間
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
。

中央コミュニケーションスクール中央コミュニケーションスクール
全国の組合員が会社間の垣根を越えて交流を深める

第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度第81年度

シンフォニークラシカ（株式会社シーライン東京）

コミュニケーションゲームコミュニケーションゲームコミュニケーションゲーム

松葉喬行外部講師による労働組合講座松葉喬行外部講師による労働組合講座松葉喬行外部講師による労働組合講座

アイスブレイクアイスブレイクアイスブレイク

シンフォニークラシカシンフォニークラシカシンフォニークラシカ
（株式会社シーライン東京）
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７
月
４
日
、
全
日
本
海
員
組
合

主
催
の
第
31
回
「
海
の
日
」
南
島

原
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

口
之
津
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

長
崎
県
南
島
原
市
の
加
津
佐
町
・

口
之
津
町
・
南
有
馬
町
の
船
員
会

と
全
国
海
友
婦
人
会
か
ら
、
男
子

の
部
６
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
４
チ

ー
ム
、
総
勢
１
３
５
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
日
は
、
九
州
関
門
地
方

支
部
と
長
崎
支
部
の
執
行
部
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
来
賓
と
し
て
酒

井
智
代
子
全
国
海
友
婦
人
会
会
長

も
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
湯
政
好
加
津

佐
町
船
員
会
会
長
の
力
強
い
開
会

宣
言
が
行
わ
れ
、
前
回
優
勝
チ
ー

ム
か
ら
優
勝
旗
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

返
還
さ
れ
た
。
次
に
、
浅
野
忠
行

九
州
関
門
地
方
支
部
長
兼
長
崎
支

部
長
と
酒
井
智
代
子
全
国
海
友
婦

人
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

加
津
佐
町
チ
ー
ム
代
表
者
か
ら
選

　
７
月
14
日
、
長
崎
市
を
見
下
ろ

す
高
台
に
鎮
座
す
る
「
鎮
西
大
社

諏
訪
神
社
」
で
、
長
崎
港
「
海
の

日
」
航
海
安
全
お
よ
び
大
漁
祈
願

祭
と
物
故
船
員
慰
霊
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
組
合
執
行
部
と
水
産
・
海

事
関
係
者
11
人
が
参
列
し
た
。

　「
諏
訪
神
社
」
に
ま
つ
ら
れ
て
い

る
「
諏
訪
大
明
神
」
は
漁
業
や
航

海
安
全
の
神
と
し
て
全
国
に
社
が

存
在
し
、
長
崎
市
で
は
総
氏
神
様

と
し
て
広
く
市
民
か
ら
信
仰
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
市
に
お
け

る
「
諏
訪
神
社
」
は
、
諸
説
あ
る

が
、
戦
国
時
代
の
１
５
５
５
年
に

創
建
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
祈
願
祭
は
宮
司
に
よ
る
祈
祷
か

ら
始
ま
り
、
巫
女
の
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、
参
列
者
が
玉
串
を
奉
奠

し
、
航
海
の
安
全
と
大
漁
、
海
運

・
水
産
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
願
し
た
。

　
そ
の
後
、
物
故
船
員
慰
霊
祭
を

執
り
行
い
、
沖
で
亡
く
な
っ
た
仲

間
た
ち
の
冥
福
を
祈
り
、
海
難
事

故
の
撲
滅
を
強
く
誓
っ
た
。

（
長
崎
支
部
＝
発
信
）

手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
激
戦
の
火
蓋

が
切
ら
れ
た
。

　
当
日
は
雨
天
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

体
育
館
の
中
は
、
梅
雨
空
を
吹
き

飛
ば
す
ほ
ど
の
歓
声
が
響
き
渡
り
、

各
チ
ー
ム
が
、
日
頃
の
練
習
成
果

を
発
揮
す
べ
く
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
決
勝
戦
は
優
勝
と
各
チ
ー
ム
の

威
信
を
か
け
た
闘
い
と
な
り
、
一

進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
末
、
男

子
の
部
は
口
之
津
Ａ
チ
ー
ム
、
女

子
の
部
は
口
之
津
チ
ー
ム
が
、
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
全
試
合
が
終
了
し
た
後
、
表
彰

式
で
は
、
参
加
者
全
員
が
互
い
の

健
闘
を
た
た
え
合
い
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。
最
後
に
全
国
海
友
婦
人

会
加
津
佐
町
支
部
の
平
湯
芳
江
支

部
長
の
あ
い
さ
つ
、
口
之
津
町
船

員
会
の
栗
田
幸
隆
会
長
の
閉
会
宣

言
を
も
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
、
第

31
回
南
島
原
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
閉
幕
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

◆
男
子
の
部

優
勝
　
　
口
之
津
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
口
之
津
Ｂ
チ
ー
ム

３
位
　
　
南
有
馬
Ａ
チ
ー
ム

◆
女
子
の
部

優
勝
　
　
口
之
津
チ
ー
ム

準
優
勝
　
加
津
佐
Ｄ
チ
ー
ム

３
位
　
　
南
有
馬
チ
ー
ム

（
長
崎
支
部
＝
発
信
）

第31回海の日・南島原市第31回海の日・南島原市
ミニバレーボール大会ミニバレーボール大会

航海安全および大漁祈願祭航海安全および大漁祈願祭
物故船員慰霊祭物故船員慰霊祭

長崎港 「海の日」長崎港 「海の日」長崎港 「海の日」

熱戦中熱戦中熱戦中

優勝した口之津Ａチーム（男子）と口之津チーム（女子）優勝した口之津Ａチーム（男子）と口之津チーム（女子）優勝した口之津Ａチーム（男子）と口之津チーム（女子）

物故船員慰霊祭物故船員慰霊祭物故船員慰霊祭

鎮西大社 諏訪神社鎮西大社 諏訪神社鎮西大社 諏訪神社

参加チームの集合写真参加チームの集合写真参加チームの集合写真

航海安全および大漁祈願祭（巫女の神楽奉納）航海安全および大漁祈願祭（巫女の神楽奉納）航海安全および大漁祈願祭（巫女の神楽奉納）

各チームが熱戦中各チームが熱戦中各チームが熱戦中

酒井智代子全国海友婦人会会長のあいさつ酒井智代子全国海友婦人会会長のあいさつ酒井智代子全国海友婦人会会長のあいさつ浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ浅野忠行九州関門地方支部長のあいさつ

海難事故の
撲滅を願う



海員福祉研修会館

ホテルマリナーズコート東京
組合員とそのご家族の宿泊は通常の半額料金

　
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東

京（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）が
、全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
の
は
、
客
室
内
の
ベ
ッ

ド
や
浴
槽
・
ト
イ
レ
な
ど
。
す
べ

て
を
新
調
し
、
宿
泊
者
が
、
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
実
現
し

た
。

　
ま
た
、
12
階
「
ル・ア
ー
ブ
ル
」

を
改
装
し
て
朝
食
・
昼
食
会
場

と
し
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
本
格
的

な
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え

る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ　

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ　
晴
海
店
」
が
六

本
木
店
に
続
き
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
宿
泊・施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
電
話
で
の
予
約

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
特
典

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
組
合
員
（
本
人

と
そ
の
家
族
）
が
宿
泊
す
る
場
合

は
、
通
常
の
半
額
料
金
で
宿
泊
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
組
合
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
、
会
議
・
宴
会
費
用

の
総
額
か
ら
30
％
割
引
と
な
る
。

※
組
合
員
価
格

シ
ン
グ
ル
１
泊
７
５
０
０
円
〜

ツ
イ
ン　
１
泊
１
２
５
０
０
円

ツ
イ
ン
（
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

１
泊　
　
９
０
０
０
円

ホテルマリナーズコート東京ホテルマリナーズコート東京

〒104 -0053　東京都中央区晴海4 -7-28
お問い合わせ先 TEL ０３-５５６０-２５２５

宿泊予約専用アドレス Mc@hotel-mariners.co.jp

実施主体 （一財）全日本海員福祉センター（略称＝JSS）

開催日 令和8年９月29日（火）～10月2日（金）

開催場所 〒104-0053 東京都中央区晴海4-7-28
海員福祉研修会館（ホテル マリナーズコート東京）

講習目的 船舶料理士試験合格

受講資格

船員災害防止協会が実施する令和8年度（第19回）
船舶料理士登録試験を受験する方
（※受験資格については船員災害防止協会ホーム
ページの受験案内をご確認ください）

募集定員 10名
受講申請
締切日 令和8年９月14日（月）

受講料 無料（宿泊費や食費は自己負担）

交通費
受講のため宿泊を伴う場合は、自宅から研修機関
までの往復交通費実費相当額を支給します（タクシ
ーを除く）

宿泊

宿泊希望者には、『ホテル マリナーズコート東京』を
斡旋します
※全日本海員組合の組合員に限り 
 シングル１泊 7500円～

研修内容

船舶料理士資格取得に向けた、学科ならびに実技
の基礎研修を目的に専門家を講師に招いて実施し
ます
〈学科〉  ①食文化概論 ②衛生法規 ③公衆衛生学 
　　　④栄養学⑤食品学 ⑥食品衛生学 ⑦調理理論
〈実技〉 ①基礎課題 ②日本料理 ③中華料理 
　　　④西洋料理

講師 上記の学科及び実技の科目内容に応じた専門家です

2026年（令和８年）７月25日　　（6）第 3124 号 （第３種郵便物認可）

博多港ベイサイドミュージアムで博多港ベイサイドミュージアムで
特別展示・巡回展を開催特別展示・巡回展を開催

『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』『J-CREWプロジェクト ～やっぱり海が好き～』

　
船
員
養
成
教
育
機
関
へ
の
進
学

を
推
奨
す
る
広
報
活
動『J-CREW

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
や
っ
ぱ
り
海
が

好
き
〜
』
が
、
外
航
船
員
や
外
航

海
運
に
関
す
る
特
別
展
示
・
巡
回

展
「
キ
ミ
も
船
員
さ
ん
に
な
ろ
う

！
」
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
博

多
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
・
博
多
港
ベ
イ

サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
会
期
は

２
０
２
６
年
７
月
16
日（
木
）〜
８

月
18
日（
火
）で
す
。
こ
の
展
示
は
、

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
基

幹
産
業
で
あ
る
外
航
海
運
、
ま
た

そ
の
担
い
手
の
外
航
船
員
と
い
う

職
業
の
重
要
性
を
子
供
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
外
航
海
運
の
重
要
性
や
外
航

船
員
の
仕
事
の
内
容
、
外
航
船
員

に
な
る
た
め
の
主
要
な
ル
ー
ト
な

ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
動
画
、
ク

イ
ズ
ア
プ
リ
な
ど
を
用
い
て
学
習

で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

《
外
航
部
》

お問い合わせ

（一財）全日本海員福祉センター（訓練部 竹内・加藤）
〒106-0032 東京都港区六本木 7-15-12 JSS ビル 3 階

☎03-3475-5391

船舶料理士試験
対策研修

受講生募集



　上手な行書です。中国東晋時代に活
躍した王義之の最高傑作と言われてい
る「蘭亭序」を臨書したものと思いま
す。王義之の特徴をよく理解して、右
上がりや折れ、曲がりの筆遣いである
転折の雰囲気などをうまく表現できて
おり技術鍛錬が良くできていると感じま
した。金の砂子が散りばめられている
品のある紙を使ったのも良かったです。

第51回

海上美術展
講評 川合 広太郎先生

船員と家族が創る文化の広場

中村 雅代
●
行
書

書道
の部

Illustration by toshi@maru

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

暑
熱
順
化

埼
玉
県  

金
田
和
彦

　
酷
暑
日
が
や
っ
て
く
る
前
に
、
暑

熱
順
化
で
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
体

作
り
に
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

見
守
り
隊

愛
知
県  

鈴
木
春
秋

　
登
校
見
守
り
隊
に
参
加
し
て
11
年

目
で
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

（
日
本
郵
船
）

梅
雨
明
け

鹿
児
島
県  

チ
ャ
コ

　
梅
雨
が
明
け
た
ら
暑
い
夏
に
な
り

ま
す
。
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。

（
Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
内
航
海
運
）

新
芽

富
山
県  

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

　
夏
に
な
り
観
葉
植
物
が
活
発
に
成

長
し
て
新
芽
が
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。

（
Ｎ
Ｘ
海
運
）

海
キ
ャ
ン
プ

広
島
県  

く
り
き
ん
と
ん

　
梅
雨
が
明
け
ま
し
た
。
夏
に
な
る

と
海
に
行
き
た
く
な
り
ま
す
。
波
の

音
を
聞
き
な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ
は
サ

イ
コ
ー
で
す
。

（
宮
崎
産
業
海
運
）

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ静

岡
県  

森
本
マ
リ

　
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
を
し
ま
し
た
。

テ
ン
ト
設
営
、
火
お
こ
し
と
い
う
手

間
も
な
く
、
ベ
ッ
ド
や
冷
暖
房
も
完

備
。
キ
ャ
ン
プ
に
不
慣
れ
な
人
で
も

ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。（

日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

長
い
出
張

福
岡
県  

島
田
ゆ
い
か

　
パ
パ
が
長
い
出
張
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
朝
起
き
る
た
び
に
マ
マ

に
「
パ
パ
帰
っ
て
き
た
？
」
と
聞
い

て
し
ま
い
ま
す
。
早
く
帰
っ
て
こ
な

い
か
な
ぁ
。
（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

ア
レ
ル
ギ
ー福

岡
県  

あ
い
ち
ゃ
ん

　
旦
那
に
き
ゅ
う
り
ア
レ
ル
ギ
ー
が

な
い
こ
と
が
検
査
で
分
か
り
、
料
理

の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
増
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
食
事
や
夏
の
楽
し
み
が
さ
ら
に

広
が
り
そ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

エ
ア
コ
ン

北
海
道  

Ｋ
５
０
０

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
る
の

で
、
わ
が
家
の
寝
室
に
エ
ア
コ
ン
を

導
入
。
今
年
の
夏
は
暑
い
の
か
？
ほ

ど
ほ
ど
の
暑
さ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
北
洋
海
運
）

は
じ
め
ま
し
て

神
奈
川
県  

と
こ

　
私
は
船
に
つ
い
て
は
全
く
分
か
ら

な
い
初
心
者
で
す
。
こ
の
紙
面
を
通

し
て
船
乗
り
の
方
々
の
仕
事
や
世
界

に
つ
い
て
色
々
知
る
こ
と
が
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
オ
ー
シ
ャ
ン
）

ピ
ー
マ
ン

大
分
県  

た
っ
ち

　
今
年
も
ベ
ラ
ン
ダ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
ピ
ー
マ
ン
を
植
え
ま
し
た
。
３
つ

の
形
の
き
れ
い
な
実
が
育
ち
美
味
し

く
食
し
ま
し
た
。
ま
だ
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

実
が
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
山
友
汽
船
）

プ
ー
ル

宮
城
県  

阿
部
光
璃

　
今
日
は
、
プ
ー
ル
の
授
業
が
あ
り

ま
し
た
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
練
習
を

し
て
前
よ
り
も
長
く
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
体
を
う
ご

か
し
た
の
で
、
少
し
つ
か
れ
ま
し
た

が
、
と
て
も
た
の
し
い
一
日
で
し

た
。

（
兼
井
物
産
）

飛
ん
で
き
た
シ
ソ
の
種

埼
玉
県  

か
お
り
ん

　
わ
が
家
の
玄
関
に
生
え
て
き
た
シ

ソ
の
葉
が
大
き
く
な
り
、
食
べ
頃
と

な
り
ま
し
た
。
薬
味
に
使
っ
て
ま

す
。

（
商
船
三
井
ク
ル
ー
ズ
）

イ
マ
活

徳
島
県  

Ｍ
っ
ち

39
年
ぶ
り
に
北
海
道
旅
行
へ
。
当

時
は
ナ
ビ
や
ス
マ
ホ
は
無
く
写
真
は

フ
ィ
ル
ム
の
カ
メ
ラ
の
み
で
自
撮
り

な
ん
て
無
縁
。
こ
の
旅
行
で
私
の
ス

マ
ホ
の
中
に
は
新
婚
当
時
と
異
な
っ

た
容
姿
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽

し
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
イ
マ

活
し
ま
し
ょ
う
ね
。

（
日
本
栄
船
）

完
熟
ト
マ
ト

広
島
県  

こ
こ
ろ

　
地
元
野
菜
の
直
売
所
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

買
う
ト
マ
ト
が
完
熟
で
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。（

商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

摂
り
す
ぎ
注
意

新
潟
県  

す
い
か

　
暑
い
日
が
続
く
と
、
つ
い
つ
い　

冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
ば
か
り
食

べ
た
く
な
り
ま
す
が
、
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
、
冷
た
い
も
の
の
摂
り
す

ぎ
に
は
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
佐
渡
汽
船
）

⑩

い
た
ず
ら
好
き
な
神
様

外
に
と
び
出
し
て
き
た
グ
ス
タ

フ
。
目
を
む
い
て
る
。
若
い
お
ま

わ
り
さ
ん
の
磯
野
さ
ん
。

ゴ
エ
ゴ
エ
さ
わ
い
で
い
る
オ
ウ

ム
。
い
っ
た
い
な
に
が
お
き
た
ん

だ
。そ

れ
よ
り
、
こ
の
一
目
で
わ
か

る
外
国
人
の
若
者
は
、
だ
れ
な
ん

だ
。あ

あ
、
お
し
ま
い
だ
。
な
ぎ
お

さ
ん
は
、
い
っ
し
ゅ
ん
、
両
方
の

目
を
か
た
く
つ
ぶ
っ
た
。

ビ
ザ
も
パ
ス
ポ
ー
ト
も
持
っ
て

な
い
「
不
法
入
国
者
」。
身
な
り

も
う
し
ろ
に
ひ
っ
つ
め
た
長
い
髪

も
旅
行
者
に
は
と
て
も
み
え
な
い

グ
ス
タ
フ
。
そ
ん
な
も
の
を
と
り

し
ま
る
役
が
お
ま
わ
り
さ
ん
だ
。

逃
げ
る
か
⁉
つ
か
ま
る
か
⁉

ど
っ
ち
に
し
て
も
、
な
ぎ
お
さ

ん
は
、
た
だ
で
は
す
ま
な
い
。

「
〇
×
△　
〇
〇
×
！
」

グ
ス
タ
フ
は
、
と
び
出
し
て
き

た
家
を
ふ
り
か
え
っ
て
指
さ
し
た
。

な
に
か
出
た
の
か
？
グ
ス
タ
フ

よ
り
あ
や
し
い
な
に
か
が
、
い
る

っ
て
い
う
の
か
、
な
ぎ
お
さ
ん
の

家
の
居
間
に
。

「
だ
れ
で
す
？
こ
の
青
年
は
？

そ
れ
よ
り
、
な
に
か
い
る
ん
で
す

か
、
家
の
中
に
。
ク
マ
で
も
い
る

ん
で
す
か
？
」

ク
マ
っ
て
こ
と
は
あ
り
う
る
。

去
年
か
ら
、
大
き
な
町
に
、
ど

う
ど
う
と
現
れ
て
る
。
山
菜
と
り

に
山
に
入
っ
た
里
山
の
人
た
ち

が
、
い
く
人
も
お
そ
わ
れ
て
、
ぎ

せ
い
者
だ
っ
て
で
て
い
る
。

お
ま
わ
り
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ

の
若
者
の
こ
と
よ
り
、
そ
っ
ち
が

と
り
あ
え
ず
先
だ
。

「
わ
し
も
っ
」

な
ぎ
お
さ
ん
が
、
近
く
に
あ
っ

た
角
材
を
片
手
に
も
っ
た
。
磯
野

さ
ん
は
、
腰
の
警
棒
を
に
ぎ
っ
た
。

居
間
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
音
が
し

て
い
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
い
い

声
だ
。
だ
け
ど
、
ク
マ
は
い
た
！

い
い
や
、
ク
マ
じ
ゃ
な
く
て
、
ラ

イ
オ
ン
が
い
た
。

だ
け
ど
、
ふ
た
り
と
も
、
顔
を

見
あ
わ
せ
て
笑
っ
た
ん
だ
。
た
て

が
み
の
豊
か
な
オ
ス
ラ
イ
オ
ン
だ

っ
た
け
ど
、
こ
い
つ
は
、
画
面
の

中
だ
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
広
い
ひ

ろ
い
サ
バ
ン
ナ
。
ま
ば
ら
な
木
々

が
そ
よ
ぐ
、
ア
フ
リ
カ
だ
っ
た
。

「
き
ゃ
つ
め
、
テ
レ
ビ
を
い
じ

っ
た
か
」

ん
⁉
と
い
う
顔
を
し
た
磯
野
さ

ん
だ
。

「
テ
レ
ビ
、
知
ら
な
い
ん
で
す

か
？
こ
の
ひ
と
。
ま
さ
か
」

ま
ず
い
。
今
ど
き
テ
レ
ビ
を
知

ら
な
い
人
間
？
い
っ
た
い
何
者
？

正
体
は
海
賊
。
し
か
も
何
百
年

前
か
ら
来
た
。
公
園
の
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
の
難
破
船
が
満
月
の
夜
、
海

に
さ
ま
よ
い
出
て
、
乗
せ
て
き
た
。

ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
た
っ
て
、
だ

れ
が
信
じ
る
も
の
か
。

あ
あ
、
も
う
だ
め
だ
。
ど
ん
な

ウ
ソ
も
お
も
い
つ
か
な
い
。

「
あ
の
な
、
と
て
も
信
じ
て
は

も
ら
え
ぬ
じ
ゃ
ろ
が
、
こ
れ
は
、

本
当
の
こ
と
な
ん
じ
ゃ
。
あ
の
海

賊
船
は
」

な
ぎ
お
さ
ん
は
、
ぜ
ん
ぶ
話
し

た
。
グ
ス
タ
フ
を
か
ば
っ
て
や
れ

な
い
こ
と
が
く
や
し
く
て
、
情
け

な
か
っ
た
け
れ
ど
。

「
テ
レ
ビ
は
、
だ
か
ら
知
ら
ん
。

わ
し
ん
ち
に
ラ
イ
オ
ン
が
い
る
と

思
い
こ
ん
だ
の
は
、
そ
ん
な
わ
け

だ
か
ら
じ
ゃ
ろ
。
で
き
た
ら
、
見

の
が
し
て
は
く
れ
ぬ
か
の
。
こ
や

つ
は
き
っ
と
今
夜
帰
る
。
ま
た
、

あ
の
海
賊
船
に
乗
っ
て
会
い
に
い

く
じ
ゃ
ろ
、
姉
ち
ゃ
ん
か
妹
の
、

同
じ
設
計
図
か
ら
生
ま
れ
た
姉
妹

に
な
」

ふ
う
っ
と
、
磯
野
さ
ん
は
、
大

き
な
た
め
息
を
つ
い
た
。
そ
れ
か

ら
、
し
げ
し
げ
と
、
グ
ス
タ
フ
を

み
た
。

「
こ
の
オ
ウ
ム
も
い
っ
し
ょ
で

し
た
か
」

「
そ
う
、
ゴ
エ
ゴ
エ
と
い
う
。

若
者
の
名
前
は
グ
ス
タ
フ
」

「
お
話
が
本
当
だ
と
し
て
も
、

半
分
は
も
ん
だ
い
で
す
。
海
賊
船

の
こ
と
は
、
き
っ
と
誰
も
信
じ
な

い
で
し
ょ
う
が
、
グ
ス
タ
フ
の
姿

は
誰
の
目
に
も
見
え
る
。
ビ
ザ
な

ん
か
も
な
い
ん
で
し
ょ
？
と
な
る

と
、
ぼ
く
ら
と
し
て
は
、
ど
う
し

て
も
」

「
だ
め
か
…
」

う
め
い
た
み
た
い
に
言
っ
て
、

な
ぎ
お
さ
ん
は
、
グ
ス
タ
フ
を
み

た
。
ま
だ
、
ま
ぼ
ろ
し
だ
っ
た
み

た
い
な
ラ
イ
オ
ン
に
お
び
え
て
る
。

「
こ
う
し
ま
し
ょ
う
、
と
う
り

ょ
う
。
ぼ
く
は
し
ご
と
を
、一
日
、

忘
れ
ま
す
。
今
夜
、
い
っ
し
ょ
に
公

園
に
い
き
ま
す
。こ
の
目
で
、た
し

か
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
ほ
ん
と
う
に
、
そ
ん
な

こ
と
が
お
き
た
ん
な
ら
、
楽
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。パ
ス
ポ
ー
ト
な

ん
か
、
く
そ
く
ら
え
で
す
。
そ
れ

に
、
ぼ
く
、
こ
の
話
、
信
じ
そ
う

で
す
。な
ぜ
っ
て
、あ
の
す
ご
い
海

賊
船
を
つ
く
っ
た
と
う
り
ょ
う
だ

も
の
。
い
た
ず
ら
好
き
の
神
さ
ま

が
い
て
、も
し
選
ば
れ
る
と
し
た

ら
、と
う
り
ょ
う
し
か
い
ま
せ
ん
」

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香
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《
材
料  

２
人
分
》

　
豚
バ
ラ
薄
切
り
肉
１
０
０
ｇ
、
長
ネ
ギ

１
／
２
本
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
１
／
２
、

水
６
０
０
㏄
、
麺
つ
ゆ
（
３
倍
濃
縮
）
大

さ
じ
１
〜
２
、
カ
レ
ー
ル
ウ
２
片
、
冷
凍

う
ど
ん
２
玉
、
七
味
唐
辛
子
少
々

《
作
り
方
》

①
豚
バ
ラ
肉
を
一
口
大
に
切
る
。
長
ネ
ギ

は
斜
め
薄
切
り
に
し
、
青
い
部
分
は
小

口
切
り
に
す
る
。

②
鍋
で
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
豚
肉
を
炒
め

る
。
肉
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
水
を
加

え
る
。
少
し
火
を
強
め
、
煮
立
っ
た
ら

あ
く
を
取
り
、
長
ネ
ギ
と
麺
つ
ゆ
を
加

え
て
ふ
た
を
し
て
弱
火
で
５
分
煮
る
。

③
カ
レ
ー
ル
ウ
を
加
え
溶
か
し
、
ト
ロ
ミ

が
つ
く
ま
で
少
し
煮
込
む
。

④
冷
凍
う
ど
ん
は
袋
に
表
記
さ
れ
て
い
る

と
お
り
に
加
熱
す
る
。

⑤
丼
に
う
ど
ん
を
入
れ
、
③
を
か
け
る
。

お
好
み
で
七
味
唐
辛
子
を
ふ
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
ざ
く
切
り
に
し
た
ト
マ
ト
を
最
後
に
加

え
て
ひ
と
煮
し
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

豚
肉
の
代
わ
り
に
厚
揚
げ
や
油
揚
げ
を
入

れ
た
り
、
キ
ノ
コ
類
や
小
松
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
を
加
え
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
や
す

の
も
オ
ス
ス
メ
。

カレーうどん

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
ハ
チ
ミ
ツ
も
…
…
品

④
胸
に
三
日
月
の
形
の
白
い
も

よ
う
が
あ
る
…
…
熊

⑦
木
の
枝
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
生

活
す
る
動
物

⑨
…
…
の
た
け
の
こ

⑩
十
人
十
…
…

⑪
漢
詩
に
節
を
つ
け
て
歌
う

⑫
遊
び
に
使
う
丸
い
球

⑭
気
温
40
度
以
上
は
…
…
日

⑯
郵
便
・
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
情
報
を
伝
え
ま
す

⑱
自
分
の
家

⑳
生
の
魚
介
類
の
代
表
料
理

㉑
夏
に
聞
く
…
…
時
雨

㉓
…
…
草
の
別
名
は
蛍
草

㉔
イ
ン
ド
洋
の
台
風

㉖
数
や
点
数
を
数
え
る
こ
と

㉗
牛
や
豚
の
上
肉
や
赤
身

①
稲
光
と
も
言
い
ま
す

②
８
月
の
祝
日
は
…
…
の
日

③
長
方
形
の
こ
と
で
す

④
牛
に
あ
っ
て
馬
に
は
な
い

⑤
基
幹
的
…
…
従
事
者
は
40
年

間
で
約
７
割
減
少

⑥
手
押
し
車

⑧
と
う
き
び
と
も
言
い
ま
す

⑪
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
で
す

⑬
こ
の
日
か
ら
秋
で
す

⑮
煙
で
い
ぶ
し
た
保
存
食
品

⑰
７
月
の
第
３
月
曜
日
は
…
…

の
日

⑲
中
国
語
「
机
会
」
の
意
味

⑳
す
り
傷
は
…
…
傷

㉒
極
め
て
小
さ
い
も
の

㉔
童
謡
「
…
…
の
秋
」

㉕
最
も
低
い
ギ
ア
は
…
…

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
８
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
セ
キ
ラ
ン
ウ
ン

問
題

宮
崎
県

れ
ん
君

兵
庫
県
つ
む
ち
ゃ
ん

福
岡
県
な
ぎ
さ
ち
ゃ
ん

山
口
県

エ
ナ
に
ゃ
ん

新
潟
県

う
め

神
奈
川
県

石
川
暖
真

福岡県  藤枝和花千葉県  オータム福岡県  お花畑さん

福岡県  島田みおり広島県  まさみ

2026年（令和８年）７月25日　　（8）第 3124 号 （第３種郵便物認可）

愛
媛
県  

く
ー
ち
ゃ
ん

朝
散
歩
里
山
映
る
水
田
に

低
空
飛
行
の
ツ
バ
メ
た
ち

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

乗
船
日
耳
に
残
る
や
今
朝
の
孫

旅
の
想
い
出
蘇よ

み
が
え

る
な
り

七
夕
や
願
い
ご
と
書
き
夢
叶
い

笹
に
飾
り
て
風
靡
く
な
り

茨
城
県  

田
中
敏
光

背
中
つ
た
う
汗
が
季
節
を
物
語
り

無
言
の
圧
に
暑
さ
感
ず
る

茨
城
県  

田
中
勝
枝

風
あ
り
て
松
の
林
や
夏
の
霧

走
り
根
に
苔
の
花
咲
く
神
の
森

高
知
県  

ヴ
ァ
ン
ヘ
イ
レ
ン

川
遊
び
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
忘
れ
ず
に

静
岡
県  

常
定
美
和

夏
来
た
る
天
使
に
残
し
た
ミ
カ
ン
落
つ

夏
祭
り
幽
玄
の
ひ
と
見
え
隠
れ

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

老
犬
や
飼
い
主
も
歳
夏
散
歩

可
愛
い
字
家
族
元
気
と
星
祭

兵
庫
県  

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

大
暑
き
て
入
道
雲
が
空
支
配三

重
県  

信
多

孫
の
手
の
小
さ
き
カ
マ
キ
リ
良
き
仲
間

入
道
の
落
と
す
雨
粒
人
心
地

鳥
取
県  

パ
ー
ル

い
つ
の
ま
に
ひ
ま
わ
り
畑
つ
み
と
ら
れ

山
口
県  

ケ
セ
ラ
セ
ラ

ラ
ン
タ
ナ
に
と
ま
り
し
蝶
の
映
え
姿

雨
音
に
蛙
の
合
唱
響
き
合
う

青
森
県  

凱
子
ば
ぁ
ば

渓
流
で
銚
子
大
滝
水
し
ぶ
き

富
山
県

そ
ね
じ
ろ
う

笹
の
葉
に
園
児
の
願
い
も
さ
ま
ざ
ま
に

岡
山
県  

宗
近
将
汰

エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
探
し
て
汗
を
か
く

京
都
府  

足
立
衛

今
も
な
お
伸
び
し
ろ
願
う
こ
の
歳
で

和
歌
山
県  

の
ぐ
の
ぐ

梅
の
木
に
ご
苦
労
様
と
お
礼
肥
え

神
奈
川
県  

チ
ョ
ロ

負
傷
者
に
泣
い
た
夢
の
Ｗ
杯

短
歌

川
柳

俳
句
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